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に
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?
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見
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日見

三
研
究
ん
法
-
説
明
概
念
的
定
義

阿
木
杭
の
構
成

第
一
平
新
興
工
業
困
(
旧
日
乙
に
お
け
る
社
会
政
後

第
節
凶
家
と
社
会
政
策
の
悶
係

経
済
に
お
け
る
同
家
の
役
割
一
官
民
モ
デ
ル
に
依
拠
し
て

一
牡
会
政
策
に
お
け
る
阿
家
の
役
剖

第
一
節
東
ア
ジ
ア
の
栴
祉
同
家
論
一
「
点
ア
、
ン
ア
相
祉
モ
デ
ル
」
を
め
ぐ
っ
て

第
一
研
一
一
百
説
政
治
」
と
金
大
中
政
権
下
の
社
会
政
東
改
革
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

4 

H附

第
一
草
偉
凶
に
お
け
る
社
会
政
策
決
定
過
程
の
柑
史
的
背
民

第

節

準

点

晩

政

権

期

山
市
い

U
R
尽

一
牡
ん
山
政
策
の
導
入

第
一
節
朴
政
問
政
権
期

品
川
巳
一
尽

一
朴
人
山
政
策
の
拡
大

第
一
一
節
全
呼
検
政
権
期
か
ら
直
本
愚
政
権
期
へ

品
川
且
甲
小

一
平
事
政
権
か
ら
川
氏
、
ヱ
化
へ
什
会
政
策
の
改
草

第
四
節
金
泳
一
一
政
権
期

山
中

U
E
h

一
懐
凶
明
福
祉
モ
デ
ル
構
築
へ
い
担
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
村
治
す
社
会
政
策

第
三
章
金
大
中
政
権
の
栴
祉
政
策
拡
大
の
試
み
・
実
態
と
思
想
的
背
景
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金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

第
節
経
済
危
機
か
ら
社
会
危
機
へ

l
M
F
と
財
政
改
革

一
朴
会
的
危
除
か
ら
「
中
産
的
情
祉

第
一
節
余
大
仰
の
思
想
背
景

金
大
中
の
「
生
産
的
福
社
一
の
ビ
ジ
ョ
ン

金
大
中
大
統
領
候
補
選
挙
公
約
と
一

0
0大
課
題

「
川
崖
的
制
祉
」
の
町
内
念

八
小
ト
八
中
の
参
画
福
祉
の
ピ
ン
ヨ
ン

へ

一一
第
一
研
一

第
阿
草
金
大
中
政
権
に
お
け
る
ジ
ゴ
ン
グ
政
策
の
分
析

第
節
政
府
レ
ベ
ル
の
認
識
女
性
部
の
成
止
に
ム
土
る
ま
で

偉
凶
に
お
け
る
立
件
政
策
法
的
拡
置

一
久
性
部
に
ム
l

る
歴
史
的
背
景

第
一
節
ジ
「
一
〆
ダ

l
政
策
過
科
と
そ
の
円
体
的
政
策

政
策
の
基
本
方
針

一
広
性
特
別
委
同
会
、

ι性
市
民
ぴ
関
連
機
関
組
織
と
経
緯

一
一
久
性
の
政
治
参
加
促
進
の
施
策

ι性
の
代
表
件
向
上
の
た
め
の
女
件
の
政
治
公
職
参
加
拡
ん

凶
久
性
の
一
附
社
怠
盤
拡
大

第
一
一
節
ジ
「
一
/
ダ

l
政
策
の
批
判
的
検
討

金
大
中
政
権
下
に
お
け
る
女
性
の
政
治
・
経
済
参
加
促
進
の
政
策
の
批
判
的
検
討

一

K
性
の
社
会
進
山
川
と
福
什
に
対
す
る
社
会
的
評
価

第
T
E
V

金
大
中
政
権
の
福
祉
政
策
の
分
析

第
節
政
府
レ
ベ
ル
の
認
識
金
融
危
機
比
恨
の
朴
公
状
況
と
「
ぺ
斥
的
λ

畑
仕
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

「
以
立
八
巻
一
号
-
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日見

第
一
節
制
祉
政
策
過
科
と
そ
の
H
(
体
的
政
策

社
公
的
セ
ー
フ
テ
ィ

1
・
ネ
ソ
ト
構
築

一
朴
会
保
降
、
ン
ス
テ
ム
蛇
大
の
改
革

第
三
節
制
祉
政
策
の
批
判
的
検
川

金
大
中
政
権
に
お
け
る
制
祉
政
策
の
批
判
的
検
芯

一
一
司
並
的
制
祉
」
理
念
に
基
っ
く
福
祉
政
誌
の
也
会
的
許
制

4 

H附

[以
l
立
八
巻
一
号
]

結
論
帯
固
に
お
け
る
民
主
、
一
平
義
の
定
対

(
E
E
o
r
(一三
5
2
0
口
E
5
Z
5
2
)
と
一
市
民
参
加
叫
」
の
民
、
一
干
ヱ
哀
の
展
望

首
市
ム
ハ
古
1

付
録

資
料
金
大
中
候
補
者
の
選
挙
公
約

資
科
一
新
政
権
の
一

0
0諌
題

資
料
一
一

k
性
部
制
紘
夫

資
料
凹
久
性
部
歴
代
長
官

資
料
五

k
性
市
開
辿
統
計

資
科
ハ
ル
久
性
部
閣
辿
統
計

資
料
七

ι仕
出
関
辿
統
計

資
料
八

k
性
市
開
辿
統
計

参
考
丈
献

戸
以
上
本
号
」
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第
六
章

結
論
韓
国
に
お
け
る
川
民
主
主
義
の
定
着

日
民
主
主
義
の
展
望

と

「
市
民
参
加
郡
一
」

(
h
c
E
C
-
H
己主
5
ロ門
O

ロ
2
5
2
P
2
2
)

序
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
国
民
の
た
め
の
大
統
領
一
、
と
し
て
川
氏
が
期
待
を
寄
せ
た
金
大
巾
大
統
領
は
、
新
政
権
成
?
止
後
は
、
「
国
民

の
政
府
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
政
権
を
維
持
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
新
政
権
は
、
発
足
直
前
に
幹
固
で
最
悪
な
金
融
危
僚

に
直
面
し
、
成
す
と
同
時
に

I
M
F
の
支
援
を
安
求
せ
さ
る
を
符
な
か
っ
た
υ

こ
の
時
期
、
労
働
山
坊
の
改
草
と
い
う
I
M
F
の
条
件
や
多

ホ
ー
ム
レ
ス
は
ソ
ウ
ル
市
内
の
様
々
な
と
こ
ろ
に
あ
ふ
れ
、
社
会
の
雰
囲
気
や
秩

く
の
巾
小
企
業
が
破
綻
し
た
結
果
、
失
業
率
は
急
増
し
、

金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

半
は
乱
れ
る
一
ん
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
ワ
た
状
況
を
招
い
た
金
派
三
政
権
に
刻
す
る
山
氏
の
不
満
や
怒
り
頂
点
に

i

活
し
、
金
ト
人
中
政
憶
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
を

身
に
背
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
υ

そ
し
て
、

I
M
F
の
ー
ペ
援
は
、

国
を
救
済
す
る
唯
一
の
子
段
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
条
件
は
「
外
圧
」
と
み
な
さ
れ
、
市
民
の
不
満
は
一
向
に
納
ま
ら
な
か
っ
た
っ

金
大
中
は
、
ま
さ
に
経
済
危
機
で
打
撃
を
受
け
た
社
会
的
弱
者
(
低
所
得
者
層
、
女
性
、
中
小
零
細
企
業
、

小
安
定
職
業
凶
)

の
保
護
を

限
十
〈
約
束
し
た
が
、
ま
た
同
桜
に
、
極
め
て
重
安
な
4

問
題
で
あ
る
経
済
而
の
再
編
に
由
出
し
た
仁
大
統
領
就
任
校
、

I
M
F管
理
体
制
の
も

の
で
山
場
志
川
の
金
融
改
川
中
山
、
企
業
改
#
が
進
め
ら
れ
た
中
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
社
会
制
制
の
す
べ
て
の
分
野
で
改
革
を
進
め
て
い
っ
た
の

一
一
)
連
伶
王
義
的
な
医
僚
保
険
統
合
、
三
)
権
利
件
を
明
確
に
し
た
国
民
基
健
生
活
保

で
あ
る
。
と
り
わ
け

)
N民
比
白
年
金
の
達
成
、

説
法
の
制
定
は
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
本
稿
で
も
述
べ
た
っ
筆
有
が
本
稿
で
注
回
し
た
の
は
、
「
財
閥
改
本
」
や
「
金
融
改
革
」

で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
時
に
打
ち
一
閃
さ
れ
た
「
真
の
県
か
さ
一
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
た
韓
同
を
「
真
の

O
E
C
D
国
家
一
ま
た
は
「
先
進

回
」
に
す
る
た
め
の
い
わ
ゆ
る
「

3
4
4
2
-
E
E
・
現
代
化
」
政
策
で
あ
る
【
そ
の
政
策
の
巾
で
も
、
特
に
ジ
ェ
ン
ダ

l
と
福
祉
政
策
に
焦

点
を
世
い
た
。
こ
こ
に
焦
点
を
掃
い
た
県
白
は
、
韓
国
政
治
の
巾
で
も
、
と
り
わ
け
経
済
裕
美
が
深
刻
化
す
る
上
で
、
そ
の
問
題
に
対
す
る

北法S8(3.4111107



日見

そ
し
て
社
会
干
等
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
内
、
だ
と
与
え
た
か
ら
で
あ
る
c

干
等
な
分
配
と
州
民
の
稿
利
の
拡
大
、

も
う
ひ
と
つ
本
稿
で
幻

H
L新
た
に
舵
ボ
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、

I
M
F
と
金
大
中
政
権
と
の
関
係
で
あ
る
。
韓
国
政
治
に
お
け
る
「
I

4 

H附

M
F
時
代
」
が
ど
う
い
う
す
日
昧
を
も
っ
た
の
か
、
ま
た
「

I
M
F
時
代
」
を
と
う
説
明
・
納
得
し
て
い
っ
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
説
明

を
加
え
て
い
く
こ
と
に
よ
ワ
て
、
金
大
巾
政
権
の
全
体
像
が
見
え
る
こ
と
と
、
ま
た
金
大
巾
が
促
進
し
た
政
策
の
意
図
が
見
え
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
碓
伝
が
あ
り
、
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
の
日
ハ
体
的
に
、

I
M
F
支
採
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
金
大
中
政
権
は
、

)j 
-c 

I
M
F
が
ム
早
巳
文
再
に
強
調
し
た
金
融
政
策
や
財
閥
改
革
な
と
は
、

I
M
F
の
指
示
通
り
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
他
ん
で
、
福
相
、
ジ
ヱ

ン
タ
ー
を
含
む
什
会
政
策
に
関
す
る

I
M
F
の
提
案
に
対
し
て
は
、

I
M
F
以
卜
の
も
の
を
推
進
し
て
行
き
、
韓
川
の
人
々
を
納
何
き
せ
る

よ
う
に
、
竹
会
政
策
を
訴
え
て
き
て
、
国
内
に
お
け
る

I
M
F
介
入
に
関
し
て
、
あ
る
秤
度
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ヲ
た
と
い
う
こ
と
が
、

金
大
中
政
権
の
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
筆
苫
は
本
稿
で
主
張
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
令
大
巾
の
戦
略
を
説
明
す
る
た
め
の
分
析
枠
組
み
と
し
て
従
来
の
福
祉
政
治
論
や
制
度
論
で
は
、
説
明
し
き
れ
な
い
部
分

が
あ
り
、
第
一
肯
で
は
、
従
京
の
附
究
を
ま
と
め
た
上
で
、
金
大
山
政
権
の
社
会
政
策
の
改
品
に
つ
い
て
コ
一
行
説
制
度
論
」
が
持
つ
可
能
院

に
つ
い
て
述
べ
、
金
大
中
政
権
の
社
会
政
策
の
改
革
と
政
権
の
正
当
化
を
斡
国
特
有
の
現
象
で
は
な
く
、

よ
り
一
般
化
し
た
現
象
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
「
一
百
説
制
度
論
」

の
分
析
枠
組
み
を
用
い
た
c

第
一
章
で
は
、
韓
同
に
お
け
る
社
会
政
策
の
決
定
過
秤
の
特
徴
と
パ
タ
ー
ン
を
、

一
九
六

0
年
代
以
降
か
ら

I
M
F
危
機
以
川
ま
で
を
作

代
順
に
沿
っ
て
、
韓
同
の
社
会
政
策
を
具
、
体
的
な
一
ア

l
タ
に
慕
づ
い
て
分
析
を
し
、
金
大
巾
を
推
進
し
た
社
会
政
策
の
改
革
が
ど
の
よ
う
に

同
期
的
で
あ
ワ
た
か
を
、

そ
れ
以
前
の
政
権
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
じ

金
大
中
は
、
「
民
↓
丁
主
義
・
市
場
経
尚
生
産
的
制
付
の
均
衡
的
発
展
」
を
日
指
す
こ
と
を
新
た
な
用
念
と
し
、
そ
の
際
、
生
崖
的
福
祉

は
「
民
下
王
義
の
実
質
的
完
成
」
と
「
市
場
経
治
の
持
続
的
発
展
」
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
金
大
巾
大
統
訟
は
、

北法J8(:H2)ll附



一
九
九
九
年
八
月
一
五
日
(
光
復
節
)
の
演
説
で
、
斗
産
的
稿
祉
は
「
す
べ
て
の
国
民
が
人
間
的
尊
肢
性
と
白
尊
心
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、

慕
礎
的
な
牛
活
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
自
立
的
か
っ
4T
休
的
に
経
済
・
社
会
活
動
に
参
ノ
ト
つ
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
拡
大
し
、
分
配
平

行
性
を
日
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
質
を
向
上
き
せ
て
、
社
会
発
展
を
追
求
す
る
国
政
理
念
(
以
卜
省
晴
ご
と
述
べ
た
。
こ
う
い
っ
た

金
大
巾
大
統
領
の
「
生
崖
的
制
祉
一
理
念
の
も
と
で
、
福
祉
や
ジ
エ
ン
タ
ー
政
策
と
い
っ
た
社
会
政
策
の
大
幅
な
改
芋
が
極
め
て
重
授
な
位

回
を
占
め
た
c

第
一
今
章
で
は
、
こ
う
い
っ
た
金
大
中
の
ピ
ン
ョ
ン
と
思
想
的
背
景
を
似
の
著
書
や
、
侃
説
な
ど
を
材
川
に
よ
り
具
体
的
に
分
析

す
る
こ
と
を
試
み
た
。

金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

金
[
人
山
政
権
に
お
い
て
、
ジ
L

ン
ダ

l
政
策
と
福
祉
政
策
の
改
品
は
、
重
視
き
れ
、
ま
た
急
速
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
第
四
章
と
第
有

章
で
分
析
し
、
説
明
を
加
え
た
。
改
革
の
結
果
、
ジ
エ
シ
ゲ

l
政
策
の
而
で
は
、
女
作
の
政
治
参
加
、
男
ム
一
府
用
の
平
等
の
強
化
、
そ
し
て

社
会
保
附
制
度
出
で
は
、

よ
り
包
括
的
な
セ
イ
フ
テ
ィ

l
・
ネ
ッ
ト
の
構
築
な
ど
と
い
っ
た
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
も
本
稿
で
述
べ
た
円
本
稿

で
は
、
こ
う
い
っ
た
制
度
の
あ
る
種
の
規
範
的
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ど
の
よ
う
な
過
程
で
政
策
が
形
成
さ
れ
、

と
う
い
っ
た
結
果
を
も
た
ら
し
、
社
会
に
と
う
い
っ
た
影
響
を
守
え
た
か
た
と
い
う
点
に
着

R
し
た
の
で
あ
る
つ
金
泳
三
政
権
や
そ
れ
以
前

の
政
権
に
お
け
る
経
済
・
開
発
優
先
路
線
が
重
要
ー
位
さ
れ
て
き
た
一
点
で
、
な
ぜ
金
大
中
政
権
に
お
い
て
、
社
会
政
策
の
改
川
中
が
行
わ
れ
最

重
安
課
題
と
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
筆
者
な
り
の
説
明
や
分
析
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
c

(m一

最
後
に
、
木
稿
で
は
、
修
上
論
人
え
の
こ
ろ
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
民
主
↓
T
草
花
や
氏
、
一
干
主
義
の
ー
疋

f
h
r
O
D
E
-
-
E
E
C
-
ニ
o
辛口
5

252ι
ー
と
の
関
連
ー
と
し
て
も
説
別
を
加
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
序
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
九
八
ヒ
干
の
六
一
九
民
主
化
官
言
を
き
っ

か
け
に
同
年
二
月
一
『
ハ
日
始
め
て
公
正
な
大
統
領
選
挙
が
実
思
し
た
c

一
九
八

0
年
代
の
民
ふ
下
化
運
動
の
性
格
は

い
わ
ゆ
る
「
手
続
き

民
主
主
義
」
ま
た
は
「
政
治
的
民
主
主
義
」

の
達
成
に
併
問
つ
け
ら
れ
る
が
、

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
民
主
化
運
動
は
、
も
う
ひ

と
つ
の
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
修
士
論
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ソ
夕
刊
体
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
実
質
的
民
下
、
土
義
」

北法S8(3.4:-j)1109 



日見

「
平
等
、
土
義
的
民
占
丁
主
義
」

の
達
成
の
試
み
で
あ
る
υ

一
九
八

0
年
代
民
主
化
以
降
は
、
「
イ
下
絞
主
的
民
王
主
義
」
は
実
況
し
た
も

ま
た
は

の
の
、
「
実
質
的
民
杢
T
表」

の
而
で
は
、
経
済
成
長
の
名
の
「
で
「
パ
イ
を
平
等
に
分
け
る
」
と
い
う
よ
り
は
、
「
で
き
る
だ
け
パ
イ
を
大

4 

H附

き
く
す
る
」
と
い
う
占
が
強
制
州
さ
れ
て
き
た

J

こ
う
い
う
た
経
凶
電
机
の
政
策
が
も
た
ら

L
一
つ
の
結
果
が
余
融
危
機
で
あ
っ
た

J

金
融
危

機
は
、
「
人
間
の
本
当
の
豊
か
さ
一
「
社
会
的
平
等
一
な
ど
と
い
っ
た
概
念
を
改
め
て
認
識
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
c

そ
し
て
、
金

大
中
白
身
は
、
長
年
の
す
野
活
動
で
も
と
り
わ
け
重
視
し
て
い
た
干
等
の
理
念
は
、
社
会
政
策
の
改
草
に
踏
み
込
ん
だ
一
つ
の
要
囚
で
あ
っ

た
っ
令
大
中
の
改
草
は
、
筆
者
の
長
年
の
関
心
で
あ
る
「
実
質
的
民
↓
T
王
義
」
を
強
化
す
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
。

ト
記
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
本
稿
の
作
業
に
取
り
組
み
、
金
大
山
政
権
に
お
け
る
什
会
政
策
の
判
徴
や
佐
宿
っ
け
な
ど
を
試
み
た
が
、

も
ち
ろ
ん
反
省
点
も
多
い
c

ま
ず
、
第
一
に
、
本
杭
は
、
中
央
政
府
の
分
析
に
と
ど
ま
り
、
地
J

刀
に
お
け
る
状
況
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く

触
れ
て
い
な
い
の
地
方
自
治
が
ま
だ
比
較
的
に
進
ん
で
い
な
い
韓
同
で
は
、
地
方
財
政
は
中
央
よ
り
厳
し
く
、
社
会
保
附
な
と
と
り
わ
け
固

民
健
康
保
険
や
年
令
の
加
入
率
は
ソ
ウ
ル
よ
り
低
く
、

ソ
ウ
ル
よ
り
浸
透
し
て
い
な
い
コ
令
大
中
政
権
の
福
付
政
策
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

八
十
川
の
ヤ
均
だ
け
見
る
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
を
い
比
て
い
く
こ
と
で
よ
り
包
折
的
な
詐
何
が
リ
能
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
時
間
や
資
判
の
限

界
に
よ
り
、
八
十
川
平
均
で
統
一
し
て
い
る
仁

ま
た
、
木
稿
に
お
い
て
分
析
し
た
ジ
ヱ
ン
ダ

l
政
汲
は
、
久
性
の
代
表
性
(
政
治
参
加
・
公
職
参
加
・
統
治
参
加
)

セ
イ
ブ
テ
ィ

1

ネ
ヴ
ノ
ト
構
築
と
い
っ
た
公
的
給
付
制
度
と
年
余
制
度
、

N
民
健
康
保
険
、
失
業
保
険
な
ど
と
い
っ
た
社
会
保

に
阪
{
疋
し
、
ま
た
福

祉
政
依
は
、

障
制
度
に
限
定
し
て
い
る
つ
し
か
し
、
ジ
コ
ン
ダ

l
政
策
を
よ
り
包
括
的
に
い
見
る
た
め
に
は
、

μ給
制
度
、

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
な
ど
と
い
っ
た
、
羽
代
の
韓
同
女
作
を
取
り
巻
く
問
題
析
に
も
触
れ
る
こ
と
は
亘
要
で
あ
る
c

ま
た
、
指
祉
政
策
に
関
し
て
も
、
高
齢

社
会
に
直
面
す
る
韓
刊
に
お
い
て
介
護
制
度
や
半
、
だ
に
ま
だ
社
会
的
に
疎
外
さ
れ
て
い
る
障
合
者
の
た
め
の
制
度
な
と
を
見
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
議
論
を
散
漫
さ
せ
な
い
た
め
に
、
以
卜
の
よ
う
に
限
定
し
た
。
最
後
に
、
社
会
的
許
何
を
統
訂
だ
け
で

北法08(:1-44) lllO 



分
析
し
て
い
る
が
、
実
際
の
人
々
が
ど
う
感
じ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
サ
i
ベ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
が

重
安
で
あ
ろ
う
つ
し
か
し
、
本
稿
で
は

般
的
に
社
会
で
ど
う
許
何
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
限
定
し
て
い
た
た
め
、
特
正
の
ゲ
ル

l

プ
に
お
け
る
特
有
な
問
題
群
に
つ
い
て
は
、
把
出
押
し
て
い
な
い
。
以
上
の
点
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

ま
た
、
本
稿
を
執
筆
巾
に
、
韓
同
の
福
相
国
家
論
に
関
す
る
著
作
が
、

一
O
O
-
-午
一
一
月
と
二

C
C六
年
出
版
さ
れ
た
c

つ
は
、
武

(
東
京
大
、
」
干
山
版
会

一
C
C五
作
二
一
月
)
と
も
う

川
正
利
口
編

-韓
国
の
福
祉
川
家
・
日
本
の
制
祉
凶
家
'

(
流
通
経
済
大
学
問
版
会
、
二

0
0
1
ハ
年
)

つ
は
、
金
淵
明
編
」
噂

回
福
祉
川
家
性
格
論
予
』

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
執
筆
に
追
わ
れ
た
た
め
、

金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

よ
り
詳
細
に
サ

I
ベ
ー
を
行
え
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
う
の
著
作
は
、
韓
川
に
お
け
る
ー
侃
判
同
家
化
を
、
日
本
ま
た
欧
米
と
の
類
似
点
、
相

違
点
を
的
時
に
分
析
し
、
「
儒
教
福
祉
川
家
一
前
に
み
る
よ
う
な
一
山
的
な
類
型
化
を
排
し
て
、
日
本
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
制
相
国
家
化
に

つ
い
て
の
モ
デ
ル
化
を
検
討
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
c

こ
の
一
一
つ
の
著
作
は
、
福
相
国
家
論
の
比
較
併
究
を
判
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
本
稿
で
、
土
張
し
た
か
っ
た
の
は
、
金
大
巾
白
身
の
思
想
的
背
景
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
百
説
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
川
和
呆
ど
う

い
っ
た
改
革
が
推
進
き
れ
て
い
っ
た
か
、
ま
た
、
今
ひ
と
つ
の
課
也
と
し
て
、

I
M
F
時
代
が
ど
う
消
化
き
れ
て
い
き
、
ま
た
金
大
中
は

T

M
F
時
代
を
ど
う
「
利
用
一
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
住
百
'
を
中
て
た
も
の
で
あ
る
c

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
卜
の
草
作
の
よ
う
に
稿
祉

国
系
論
に
焦
点
を
当
て
、
比
較
政
治
的
な
制
点
か
ら
分
析
を
加
え
る
も
の
で
は
な
く
、
も
し
ろ
よ
り
ミ
ク
ロ
な
韓
国
判
内
に
お
け
る
政
治
的
・

社
会
的
・
経
済
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
そ
し
て
金
大
巾
例
人
が
唱
え
た
一
己
批
や
、
そ
の
政
托
の
性
格
な
と
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
政

策
が
ど
う
改
吊
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
い
う
こ
と
を
分
析
対
象
と
し
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
見
え
る
「
支
質
的
民
主
、
γ

工
義
」
碓
保
の
可
能
性
に
一
口

及
し
た
も
の
で
あ
る
c

最
後
に
、
韓
判
に
お
け
る
民
主
主
義
の
完
治
に
つ
い
て
、

G
A
L
L
U
P
社
が

九
九
九
す
に
打
っ
た
「
韓
国
の
民
主
主
義
指
標
」
と
い

う
世
論
調
査
を
引
用
し
な
が
ら
本
稿
を
終
わ
り
た
い
と
田
十
九
こ
の
世
論
訓
査
は
一

O
H凶
以
卜
の
有
権
者
一

0
0
七
人
を
サ
ン
プ
ル
に
イ
ン

北法58(3-4511111



日見

タ
ビ
ュ

l
形
式
で
行
っ
た
世
論
調
杏
で
あ
る
c

ま
ず
、
金
大
中
政
権
と
そ
れ
以
前
の
政
梓
の
認
識
に
つ
い
て
の
剥
査
の
結
果
で
あ
る
が
、

一
か
ら
一
口
の
ス
ケ
ー
ル

(
が
完
全
独
裁

4 

H附

一
O
が
完
全
民
中
主
義
)
で
、
前
政
権
(
全
政
催
、
虚
政
権
)
が
一
一
・
九
だ
っ
た
の
に
対
し
金
火
山
政
権
は
五
・
九
と
認
識
さ
れ
た
。
次
に
、

山
氏
の
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
七
?
ハ
・
四
似
の
人
が
大
き
く
あ
る
か
あ
る
と
答
え
た
。
「
実
質
的
民
干
↓
下
義
の
体
験

ご

J

、
。
?
に

l
，
L
-

聞
い
た
と
こ
ろ
、
山
氏
の
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
が
増
え
た
と
答
え
た
人
が
五
一
・
八
%
だ
っ
た
の
に
対
し
、
政
府
の
説
明
責
任

一
部
)

・
七
%
あ
る
と
芥
え
た
っ
こ
の
訓
ん
は
が
ー
小
す
こ
と
は
、
前
政
権
よ
り
や
は
り

(
邸
内

2
5
1
P
Fニ
エ
》
一
円
。
ω官
。
戸
己
〈
巴
戸
市
ωω)

に
つ
い
て
は

金
大
巾
政
権
に
お
け
る
市
民
の
参
加
や
民
手
主
義
的
性
格
は
、
増
加
し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
巾
氏
の
エ
ン
パ
ワ

1
メ
ン
ト

の
良
し
悪
し
に
は
徐
々
な
志
見
が
あ
る
が
、
韓
川
に
お
け
る
「
市
民
参
加
型
一

の
氏
、
土
↓
下
義
は
、
韓
川
な
り
の
民
↓
丁
、
王
衰
の
定
義
づ
け
で
あ

る
と
筆
者
は
思
う
。

日
口
本
で
も
、
在
日
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
市
民
参
加
担
の

「。ーぬ。ぐ(り『ロ
M
W

口のの」

や
し
山
氏
が
投
杭
す
る

「C
E
Z
V
Z
2
ど
な
ど
と
い
う
取
り
組
み
は
、
こ
う
い
っ
た
「
市
民
参
加
型
」
も
民
主
主
義
の
理
念
に
基
づ
く
取
り
組
み
で
あ
る
つ
社
会

的
半
生
?
を
基
探
と
す
る
社
会
政
策
や
、
こ
う
い
っ
た
山
氏
が
参
加
す
る
ガ
ハ
ナ
ン
ス
形
態
、

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
は
、
斡
国
自
身
が

民
主
主
義
の
理
解
に
「
市
民
一
「
で
等
一
と
い
う
の
を
前
提
に
し
て
い
る
じ
そ
し
て
、
こ
れ
は
子
続
き
的
民
主
主
義
の
時
代
か
ら
実
質
的
民

土
主
義
の
時
代
の
転
換
期
を
小
し
て
い
る
も
の
と
筆
者
は
理
解
し
て
い
る
の

最
後
に
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
セ
ン
を
引
用
し
な
が
ら
終
わ
り
た
い
コ
「
民
玉
、
r
エ
義
は
判
定
の
悩
値
だ
け
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
民
圭
下
義
は
、
多
様
な
怖
値
(
徳
)
を
含
ん
で
い
る
υ

第
に
、
人
聞
の
政
治
参
加
と
向
由
の
内
在
的
重
要
性
、
第
一
に
、
政
府
の
責

任
や
説
明
責
任
が
担
保
で
き
る
た
め
の
政
治
的
イ
ン
セ
シ
テ
ィ
ブ
と
い
っ
た
重
要
性
、
第
一
に
、

rm 

m
時
鮮
と
形
成
に
お
け
る
氏
占
丁
王
表
の
役
割
で
あ
る
」

u

セ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
金
大
巾
が
目
指
し
た
民
主
主
義
は
、
も
は
や
選
挙
制
度
な

ニ
ー
ス
、
権
利
、
義
務
と
い
っ
た
価
値
の

ど
と
い
コ
た
千
続
き
的
な
も
の
で
は
な
く
、
多
憾
な
似
品
川
を
合
意
し
て
い
る
理
念
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
思
う
υ
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日見
4 

H附

付
録

(
〉
七
日
〕
め
ロ
〔
-
H
M
)

〈
参
考
資
料
一
〉

金
大
中
候
補
者
の
選
挙
公
約

-
分
野

・
土
な
内
容

•• I
M
F
兎
服
及
び
世
界
五
強
進
人

I
M
F

年半
1
以
内
で
克
服
。
六
七
%
成
長
物
価
三
お
〕
公
共
科
企
消
費
者
者
膏
制
導
入
。
幹
回
銀
行
狽
i
i
保
障

I
M
F
管
珂
機
関
に
全

融
実
名
制
留
保
。
実
名
制
代
替
リ
京
制
疋
。
家
電
製
品
特
別
消
費
税
財
止
。
直
按
税
比
古
I

引
き
上
げ
。

-・政

治

行

政

腐
敗
防
止
法
制
定
特
別
検
査
制
導
入
山
海
外
滞
宵
者
送
手
権
保
障
山
政
治
報
伝
防
止
法
な
ど
(
三
禁
法
)
制
叫
)
困
家
予
決
委
常
設
化
c

政
i

削

機
構
縮
小
及
び
民
間
移
誌
の
ギ
な
公
職
人
事
聴
開
会
ο

不
拘
束
度
全
原
則
通
守
。
内
務
部
廃
止
ο

大
赦
免
断
行
。
地
点
白
政
一
段
階
縮
小
ο

•• 技
術
・
情
報
及
び
中
小
企
業

研
究
開
発
投
資
G
N
P
五
回
時
保
大
岡
市
に
凶
際
技
術
市
場
設
置
。
信
肘
貸
し
出
し
拡
ト
八
。
技
術
人
力
開
発
費
組
制
控
除
拡
大
。
中
小
企
業
専

門
T
V
チ
ャ
ン
ネ
ル
碓
保
固
有
領
域
保
議
2

2
ー
ん
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成

•• 農
泊
川
村

負
債
一叫ん
4

償
還
祈
子
利
4
J
軽
減
ο

構
造
改
苦
事
業
投
資
期
間
延
長
。
米

。
。
%
仇
給
。
災
会
被
害
補
償
拡
大
及
び
営
旋
損
害
保
険
導
入
ο
品
同
産

北法08(:1-48) 1114 



金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

専
業
者
育
成
っ
周
辺
阿
と
漁
業
協
定
改
正
~

•• 同
1
開
発

二
0
0
一
年
住
宅
普
及
平
一

oowm瑳
成
、
水
久
賃
貸
住
宅

影
響
評
価
後
再
調
整
。
ド
武
則
未
執
わ
都
市
計
幽
ぬ
行
。

一
口
万
戸
建
設
新
婚
夫
婦
公
共
賃
貸
作
宅
入
肘
権
付
与
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
桜
?
砧

-・交
通

計
都
圏
都
市
鉄
道
一

C
O
O
M
払
張
及
び
郵
送
分
担
率
有
心
%
維
持
パ
ス
古
級
化

平
同庁
f

巾
な
ど
に
内
陸
コ
ン
テ
ナ
ー
本
地
と
貨
物
被
什
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
問
。

地
下
鉄
と
パ
ス
料
金
九
円
併
〔

慶
尚
南
道
波
山
部
、
京
機
道

•• 労
間
雇
用

整
理
雇
用
法
件
強
化
r

司
会
ど
期
械
勤
労
者
の
労
働
法
旭
川
と
社
会
保
険
恵
山
労
組
政
治
活
動
保
障
。
雇
用
保
険
と
並
業
災
害
保
険
合
併
。

-・成
境

ト
ル
小
梯
保
忍
地
域
住
民
被
害
補
償
制
導

入
~
)
大
気
域
境
基
準
強
化
=
大
都
市
向
動
車
清
浄
燃
料
使
用
兵
務
化
=

•• 教
育

教
育
財
政

G
N
P
六
似
体
保
。
(
一
口
一
年
中
学
担
憤
教
育
実
施
。
学
院
以
外
の
私
教
育
尉
止
検
討
。
ソ
ウ
ル
大
を
人
学
院
中
心
大
学
に
転
換
。

初
等
教
育
一
年
短
縮
。
中
生
寸
f
d

了
校
合
併
推
進
。
修
能
試
験
レ
ベ
ル
調
整
。
地
方
大
学
牛
の
た
め
の
人
材
地
域
割
り
当
て
制
導
入
。
学
生
選
抜
栓
の

大
千
完
全
委
任
}
大
学
編
入
学
の
機
会
拡
大
ご
育
児
教
育
の
公
救
育
化
=
主
成
氾
市
の
た
め
の
育
児
ヂ
校
北
置
と
地
位
教
育
つ
教
員
報
酬
伯
卜
げ
=

•• 士
化

福

祉

検
閲
制
廃

H
U
丈
化
部
強
1
4
0

政
府
丈
化

F
狩
一
%
確
保
。
広
報
処
従
止
ο

社
会
開
発
五
ヵ
ザ
引
丙
樹
毛
細
祉
下
算
毎
ザ
一
一
心
%
増
傾
ο

偉
業

北法58(3-4911115



日見

公
的
利
金
制
度
合
併
…
敬
老
年
八
ム
制
拡
大
っ
陣
古
人

4
1引
補
助
手
当
て
を
の
万
ウ
ォ
ン
に
他
1
げつ

保
険
合
併
=
全
回
民
健
康
保
険
導
入
一

4 

H附

•• 久
性
・
占
少
年

選
挙
同
比
例
代
表
制
配
分
三
口
出
削
り
当
て

F

政
府
委
員
会
参
与
比
平
一
口
先
を
維
持
。
公
共
部
門
女
性
比
率
一
口
出
一
口
出
。
引
女
分
離

号
棒
制
廃
け
{
産
前
休
暇
一
一
週
拡
大
。
育
児
休
職
手
当
て
制
反
化
。
右
給
胎
児
枚
診
休
暇
制
度
{
選
挙
権
基
準
苛
齢
を
一
九
歳
に
調
動
。

-・同
防

職
業
軍
人
報
酬
を
太
企
業
の
九
の
%
水
準
に
伯
ト
げ
=
階
級
川
定
利
延
長

2
Rム
ー
な
と
の
医
療
保
険
保
障
職
業
軍
人
我
が
家
づ
く
り
支
援

f

〈
参
考
資
料
二
〉

新
政
権
の
「
一

O
O大
課
題
L

【
統
領
職
引
受
長
』
円
入
糸
川
よ
れ
二
九
九
八
司
一
月
一
一
日
)
}

県
阿
の
次
期
政
権
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
政
権
川
引
受
委
員
会
は
、

る
「

0
0大
課
題
」
を
発
表
し
た
ο

「

0
0大
課
題
一
は
、
同
委
員
会
が
金
大
中
次
期
大
統
領
の
指
示
を
受
け
て
、
各
省
庁
の
報
告
を
本
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
貝
体
的
な
計
幽
を
付
け
て
お
り
、
こ
れ
が
一
月
一
利
口
に
発
足
す
る
会
大
中
政
権
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る

以
下
、
そ
の
一

0
0ト
九
州
同
地
の
要
約
で
あ
る
。

九
九
八
年
一
川
一
二
日
、
新
政
権
が
優
先
し
て
取
り
組
む
内
政
・
外
交
に
わ
た

一
0
0
の
課
題

経
済
分
野
(
四

O
課
題
)

口
経
済
安
ー
記
と
円
跳
雌
の
土
台
川
島
門山

大
統
領
上
併
「
貿
易
・
投
資
促
進
戦
略
公
諜
」
設
開
通
常

北法;;8明日))1116 



金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

二
競
争
促
進
と
流
通
構
造
の
由
則
的
改
苦
で
物
州
安
定
基
舵
構
築

三
金
融
際
関
の
競
争
を
促
進
し
、
位
入
寸
性
監
皆
を
強
化

州
大
企
業
の
構
造
調
牲
を
促
進
し
、
強
い
企
業
へ
誘
導

ァ
ー
中
長
期
中
心
に
外
債
構
造
を
改
著
し
、
投
機
性
資
金
対
凶
好
々
を
強
化

六
担
税
の
透
明
件
と
効
率
性
を
山
上
し
、
納
税
者
の
便
山
を
増
進

じ
財
政
支
出
の
効
込
性
同
ー
の
た
め
の
財
政
制
度
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
志
準
で
改
#

八

民

rU化
の
抗
争
促
進
で
公
企
業
の
経
常
草
新
誘
導

口
一
世
紀
、
情
報
化
社
会
の
準
備

九
佑
恨
化
を
促
進
し
て

1
人
の
一

F
C誘
導

。
情
報
通
信
人
材
養
成
及
び
戦
略
的
絞
心
段
術
の
開
発

一
多
チ
ャ
シ
、
不
ル
化
時
代
の
閉
幕
及
、
ぴ
デ
ジ
タ
ル

T
V
放
送
試
行

口
科
学
技
術
の
娠
輿
と
呼
業
的
体
長
政
苔

一
阿
家
科
学
校
術
制
究
事
業
の
効
率
性
向
卜

今
一
基
礎
科
学
訟
興
と
利
ザ
技
術
人
の
優
待
政
策
強
化

凶
中
小
企
業
及
び
ベ
ン
チ
ャ
企
業
を
経
凶
発
展
の
、
一
平
役
に
育
成

五
知
識
生
約
斥
世
帯
の
育
成
と
伝
統
作
業
の
団
付
加
価
値
化
誘
導

i

ハ
技
術
革
新
を
通
し
た
成
長
治
抗
力
比
充

七
気
候
変
動
条
約
に
積
極
的
に
刈
処
及
び
干
ネ
ル
ギ

1
節
約
施
策
強
化

口
公
7
1
な
競
下
の
枠
を
同
意
し
て
経
済
正
義
実
現

八
市
場
構
造
を
競
争
制
に
改
編

九
専
門
化
と
信
頼
を
受
け
る
大
令
柴
山
出
へ
の
誘
導

二
心
公
止
な
取
引
秩
序
の
碓
ー
チ
と
消
費
者
保
護
強
化

口
農
業
円
出
者
と
消
費
計
が
恩
忠
を
受
け
る
農
政
改
草

北法58(3-5111117



日見

一
二
、
一
平
波
穀
物
の
安
定
的
供
給
と
公
報
管
理
制
度
改
苫

一
一
一
民
虚
物
流
通
構
造
の
画
畑
的
改
苦

一
一
一
農
林
水
産
関
連
組
織
の
縮
小
、
調
整
で
効
中
竹
山
上

二
凶
民
主
政
策
金
融
を
統
介
し
て
資
金
運
営
の
効
率
性
向
上

二
五
民
主
の
川
時
性
を
古
め
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
改
編
推
進

二
ハ
良
治
家
負
担
軽
減
な
ど
良
漁
業
人
の
制
祉
培
進
支
援

仁
海
洋
資
源
の
活
用
で
海
叫
守
川
国
実
現

一
一
七
海
洋
管
理
強
化
と
海
洋
資
源
の
積
極
的
開
発

二
人
海
洋
川
町
境
保
全
と
海
洋
官
全
確
保

二
九

F

再
選
、
港
湾
産
業
の

J

闘
争
力
強
化

三
口
水
産
業
の
構
造
嗣
整
と
泊
村
の
休
系
的
開
発

口
労
使
・
政
が
比
に
協
力
す
る
社
会

三
一
失
業
者
支
援
を
強
化
し
、
職
業
訓
練
の
内
容
充
克

一
三
労
動
ー
巾
坊
の
柔
軟
性
向
上

三
一
助
芯
者
福
祉
強
化
と
産
業
災
古
保
障
、
雇
用
保
険
制
も
整
備

三
凶
労
・
使
・
政
同
作
関
係
の
構
築
と
牛
産
的
労
働
正
化
の
定
右

口
凶
土
の
効
キ
的
利
用
と
交
通
政
策
の
先
進
化

三
五
地
域
の
均
衡
開
発
と
ナ
地
供
給
の
舷
大

三
ハ
基
幹
?
父
尚
一
施
ぷ
拡
允
及
び
L

八
衆
?
父
通
行
活
性
化

三
仁
木
資
源
開
党
鉱
大
で
水
不
足
に
対
応

三
八
件
記
普
及
率

0
0
%達
成
で
国
民
作
居
川
活
安
定

三
九
悶
党
制
限
区
域
を
合
理
的
に
改
苦

川
口
大
型
国
策
ポ
業
の
効
本
的
な
管
閣
内

北法;)8(3-52)1118
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金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

統
一
・
外
交
・
国
防
(
ニ

O
課
題
)

ロ
ギ
相
続
一
へ
の
た
盤
造
成

判
一
南
北
本
本
合
意
書
の
照
行
で
南

h
関
係
改
盤
以
の
本
盤
づ
く
り

川
一
政
経
分
析
の
原
則
で
市
北
経
凶
協
々
を
積
極
的
に
推
進

判
一
民
族
同
蛍
件
凶
復
の
た
め
の
社
会
文
化
九
人
流
協
力
の
活
性
化

川
凹
離
散
家
紋
阿
会
止
び
丈
通
の
半
閥
実
現

川
五
南
北
持
キ
曜
の
梓
半
島
ポ
l

和
体
制
の
構
築

川
i

ハ
対
北
朝
鮮
軽
水
炉
常
業
の
川
滑
な
排
弘
一

川
七
阿
民
的
ん
門
且
と
支
持
を
ふ
小
台
に
統
政
策
推
進

口
凶
需
の
杯
大
化
の
た
め
の
能
動
的
外
父
情
動
展
開

川
八

I
M
F危
機
克
服
の
た
め
の
経
凶
・
通
尚
外
交
の
強
化

判
九
周
辺
阿
国
と
の
よ
本
点
折
向
的
友
好
協
力
関
係
樹
立

I
C
外
交
部
問
の
効
率
性
向
上

五
一
世
界
化
に
対
応
し
た
汎
国
民
的
外
交
力
量
の
拡
大

有
一
在
外
同
胞
の
指
導
的
役
割
と
白
助
努
ん
支
援

口
よ
夫
な
凶
防
'
伝
煩
を
受
け
る
軍
隊
確
ウ

π
一
裕
囚
た
る
認
・
米
安
保
協
力
の
維
持
及
び
多
者
間
安
保
協
刈
休
制
党
民

主
凶
同
一
永
危
被
管
理
能
力
強
化
の
た
め
の
体
制
融
H

備

T-五
軍
人
事
の
公
rl
仕
を
向
上
し
て
軍
の
で
気
と
ね
祉
を
削
進

甘
ハ
軍
構
図
改
編
で
戦
闘
態
勢
強
化

五
七
透
明
で
ん
門
烈
的
な
防
衛
力
改
普
及
び
軍
需
副
達
推
進

主
八
牡
会
指
導
層
が
率
先
す
る
公
7

止
な
兵
役
制
度
づ
く
り

五
九
阿
民
の
便
持
増
進
及
び
格
性
保
護
で
「
凶
民
の
平
隊
像
」
停
止

北法S8(3.S3)1l19



日見

出
刊
勲
家
肢
と
参
戦
除
隊
軍
人
に
対
す
る
名

F

合
'
亘
川
畑
及
び
福
祉
支
援
強
化

北法;)8(3' 54) ll20 
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教
育
・
文
化
・
福
祉
・
環
境
(
ニ

O
課
題
)

口
学
牛
、
教
員
、
父
兄
が
作
仰
い
止
す
る
紋
育
サ
ー
ビ
ス
提
供

六
一
ザ
生
中
心
の
教
育
で
自
己
、
ド
ム
導
的
学
刊
能
力
投
ぴ
多
様
性
を
山
l

六
一
父
仙
の
塾
費
「
私
教
育
合
)
負
担
軽
減
推
進

六
一
教
員
勤
務
条
件
改
苦
及
び
人
事
制
民
改
苦
を
通
し
た
優
秀
救
民
の
確
保

六
凶
教
育
部
問
の
効
率
性
向
上
及
び
教
古
白
治
の
基
能
造
成

六
五
産
業
市
安
に
台
、
つ
作
業
救
育
体
制
の
構
築

口
凶
民
の
正
化
欲
本
充
足

六
ハ
丈
化
会
術
創
作
活
動
を
活
性
化
し
、
享
受
機
余
を
拡
大

六
ヒ
文
化
と
制
光
産
業
を
育
成
し
て
一
世
紀
文
化
強
回
を
建
設

六

八

阿

民

の

q
活
体
育
を
振
興
し
、
回
際
競
技
大
会
の
開
催
成
功

六
九
占
少
年
が
夢
と
希
望
を
成
し
遂
げ
る
健
康
な
社
会
建
設

七
心
世
界
化
時
代
に
相
出
し
た
先
進
放
送
体
制
構
築

口
生
川
の
質
を
高
め
る
福
祉
行
政
の
改
品川口

ヒ
一
低
所
得
刷
、
老
人
、
障
育
者
な
と
社
会
的
脆
弱
階
凶
に
対
す
る
伺
祉
拡
大

七
一
同
氏
健
康
保
障
の
た
め
に
医
療
保
険
制
民
を
改
苫

仁
一
老
後
生
前
保
障
の
た
め
に
国
民
年
金
制
嵯
を
改
苔

七

回

事

前

f
防
的
健
康
管
理
体
系
の
強
化
と
食
品
医
薬
品
の
安
全
性
時
保

七
五
健
九
な
{
恋
人
足
儀
礼
及
び
飲
食
文
化
の
定
有

口
き
れ
い
で
清
潔
な
環
境
保
全

七
六
澄
ん
だ
本
の
供
給
の
た
め
の
上
水
源
本
質
改
善



ノ、仁七七
口 九 八 七

親
環
境
的
生
産
体
制
確
止
及
び
先
端
技
術
開
党
支
援

問
問
先
と
保
人
寸
を
調
和
さ
せ
持
続
可
能
な
社
会
基
幹
構
築

大
都
巾
空
気
汚
染
改
盤
以

廃
棄
物
管
用
体
系
の
介
理
化

金よ中政権における「現代化」と社会政措(1 五)

政
務
・
法
務
・
行
政
(
ニ

O
課
題
)

仁
男

K
が
平
等
に
仕
事
を
す
る
社
会

八
一
山
女
平
等
社
会
の
構
築
の
た
め
の
キ
別
的
制
度
、
慣
れ
の
改
苦

八一

K
刊
の
一肘
肘
促
進
及
び
地
位
向
上

口
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
法
治
社
会

八
一
人
権
保
障
及
び
司
法
ザ
1
ピ
ス
の
阿
期
的
改
善

八

凶

検

察

普
察
の
政
治
的
中
立
保
障

八
五
自
治
草
剤
小
制
の
導
人
な
ど
治
安
能
力
強
化

八
?
ハ
ザ
伐
採
力
及
び
い
民
生
侵
古
犯
ザ
に
積
極
的
に
対
処

八
七

q
ム
叩
を
重
視
す
る
父
通
事
此
防

H
体
系
の
構
築

口
地
域
作
民
に
良
質
な
臼
政
サ
ー
ビ
ス
の
従
仇

八

八

地

h
向
治
体
的
白
伴
性
と
住
民
の
直
按
参
政
川
底
広
大

八

九

地

h
h政
の
断
層
構
造
改
編
と
組
織
縮
少
折
進

九
心
地
域
聞
の
紛
争
調
整
機
能
強
化

九
一
地
点
財
政
拡
充
と
地
ん
税
制
の
ん
図
的
改
編

λ
一
地
ん
所
拘
企
業
の
競
争
力
強
化
支
後

九
一
災
難
管
理
体
系
の
-
向
則
的
改
善

九
凶
い
民
刷
運
動
の
体
系
的
推
進
と
支
援
強
化

北法58(3日)1121 
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口
中
央
政
府
の
競
争
力
強
化

九
五
小
合
現
な
れ
政
規
制
の
果
敢
な
揃
廃

九

六

政

府

組
織
及
び
人
事
管
理
に
企
業
経
営
方
式
導
入

九
七

政

府

機
能
的
民
山

・
地
L
M
委
設
拡
大

A
び

線
機
悶
整
備

九
八
競
争
と
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
プ
制
導
入
な
ど
で
公
職
社
会
の
牛
産
性
向
上

九
九
政
策
実
名
制
と
公
開
拡
大
で
開
か
れ
た
政
的
実
現

0
0
監
有
刈
'川
を
子
防

・
積
械
的
自
政
の
助
長
に
転
換

|ヒy士ii8(3・56)ll22 

ザ、
t州



金大中政権における「現代イヒ」と社会政策(4・完)

〈参考資料三〉
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金よ'-[1政権におけ。 同氏1と」レ社会政宗{↑ う二)

〈参考資料五)

女性隠連統計 l_j~LL_:
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表 3:性と年齢別死亡率 (19百号、 2002年)
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金よ'-[1政権におけ。 同氏1と」レ社会政宗{↑ う二)

〈参考資料六)

女性隠連統計匡Z
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表 2:性と年齢~IJ経済活動参加率、失業率 (2003年)
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表 3:性別と教育程度別経済活動参加率、失業率 (2003年):単 t~jL : iωゅタl、出)
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表4:性別と活動状態別非経;葺J古車詩人口(1ヨ80~2003年) I単位。 l似川71J
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